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「
(
日
本
型
)
男
性
労
働
の
縮
小
あ
る
い
は
消
去
」

と
し
て
の
格
差
社
会
化

海

妻

f歪

子

I 

こ
れ
ま
で
も
組
み
込
ま
れ
て
き
た
格
差

九
0
年
代
半
ば
以
降
、
格
差
社
会
や
非
正
規
雇
用
を
め
ぐ
る
議
論
は
ブ
l
ム
の
様
相
す
ら
呈
し
た
。
狭
義
の
。
格
差
社
会
論
ブ
l
ム
ク
は
、
橘
木
俊
詔
『
日

本
の
経
済
格
差
』
(
一
九
九
八
)
と
佐
藤
俊
樹
『
不
平
等
社
会
日
本
』
(
二

0
0
0
)
に
よ
り
喚
起
さ
れ
た
、
日
本
社
会
に
格
差
は
実
在
す
る
か
、
あ
る
い
は
み

せ
か
け
か
、
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
増
加
す
る
若
年
不
安
定
労
働
者
に
対
す
る
関
心
は
、
そ
れ
以
前
か
ら

高
ま
っ
て
い
た
。
表
l
は
、
文
春
新
書
編
集
部
編
「
論
争
格
差
社
会
』
(
二

O
O
六
)
、
本
田
由
紀
ほ
か
『
「
ニ

1
ト
」
っ
て
一
言
う
な
!
』
(
二

O
O
六
)
、
太

郎
丸
博
編
『
フ
リ
l
タ
!
と

-7ト
の
社
会
学
』
(
二

O
O
六
年
)
、
森
岡
孝
二
編
『
格
差
社
会
の
構
造
』
(
二

O
O
七
)
の
、
格
差
)
社
会
や
非
正
規
化
、
若
者

の
就
労
問
題
の
論
点
を
整
理
し
た
箇
所
、
お
よ
び
参
考
文
献
を
参
照
し
、
一
九
九
一

1
二
O
O
六
年
に
関
し
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
格
差
社
会
論
の
盛
況
に
対
し
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
女
性
運
動
に
関
わ
っ
た
者
な
ら
誰
し
も
、
男
女
間
格
差
は
以
前
か
ら
存
在
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ま
さ
ら
格
差
が
問
題
化
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
な
い
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
女
性
ユ
ニ
オ
ン
運
動
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
伊
藤
み
ど
り
も
、

「
い
ま
よ
う
や
く
『
貧
困
』
と
か
『
格
差
社
会
』
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
私

た
ち
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
訴
え
て
い
た
の
で
す
が
、
労
働
運
動
の
主
流
派
か
ら
は
ま
っ
た
く
耳
を
貸
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ん
で
す
。
:
:
:
し
か
し
、
「
貧
困

の
女
性
化
』
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
」
(
伊
藤
、
二

O
O
八
、
一
一
一
一

O
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

だ
が
考
え
て
み
れ
ば
、
八
0
年
代
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
企
業
主
義
社
会
に
お
い
て
も
、
下
請
け
制
の
よ
う
に
、
男
性
問
格
差
も
ま
た
構
造
的
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
。
た
と
え
ば
野
村
正
賓
は
、
石
川
経
夫
・
出
島
敬
久
の
九
四
年
の
分
析
に
依
拠
し
、
八

O
年
お
よ
び
九
O
年
の
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
時
点
で
も



i(日本型)男性労働の縮小あるいは消去」としての格差社会化

「
大
半
の
人
は
非
自
発
的
に
第
二
次
労
働
市
場
に
就
業
」
、
つ
ま
り
余
儀
な
く
下
請
け
中
小
企
業
な
ど
不
利
な
労
働
市
場
に
就
労
し
、
「
有
利
な
雇
用
条
件
の
労

働
市
場
に
い
る
人
は
三
五
|
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
」
(
野
村
、
一
九
九
八
、
四
四
1

五
八
頁
)
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
野
村
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
大
き
な
「
第
二
次
労
働
市
場
」
が
存
在
し
て
き
た
、
す
な
わ
ち
自
営
業
や
中
小
企
業
な
ど
の
「
伝
統
的
セ
ク
タ

ー
」
が
欧
米
に
較
べ
て
分
厚
く
残
存
し
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
「
近
代
的
セ
ク
タ
ー
」
が
男
性
の
過
剰
労
働
力
を
そ
れ
ほ
ど
抱
え
込
ま
ず
に
済
み
、
失
業
と
い
う

か
た
ち
で
の
よ
り
大
き
な
格
差
が
、
景
気
後
退
局
面
に
お
い
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
し
得
て
き
た
。
「
近
代
的
セ
ク
タ
ー
」
と
「
伝
統
的
セ
ク
タ
ー
」

と
の
聞
の
男
性
問
収
入
格
差
は
、
「
伝
統
的
セ
ク
タ
ー
」
の
男
性
労
働
者
と
生
計
を
一
に
す
る
女
性
家
族
員
(
妻
な
ど
)
が
、
景
気
拡
大
局
面
に
お
い
て
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
家
族
従
業
者
な
ど
の
縁
辺
労
働
力
に
な
る
こ
と
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
「
中
小
企
業
の
従
業
員
の
家
庭
で
は
耐
久
消
費
財
を
少

な
く
購
入
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
大
企
業
の
従
業
員
よ
り
も
子
供
に
教
育
費
を
か
け
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
」
を
せ
ず
、
大
企
業
従
業
員
と
あ
ま
り
異
な

ら
な
い
家
計
支
出
を
行
う
「
一
億
総
中
流
意
識
」
社
会
が
つ
く
ら
れ
、
ま
た
、
女
性
縁
辺
労
働
者
の
求
職
意
欲
喪
失
者
へ
の
移
行
が
、
景
気
後
退
を
吸
収
す
る

こ
と
で
、
男
性
労
働
者
の
一
雇
用
が
脅
か
さ
れ
な
い
で
き
た
、
と
野
村
は
捉
え
る
(
野
村
前
掲
、
九
一
ー
一
一
八
頁
)
。

つ
ま
り
九

0
年
代
以
降
の
格
差
社
会
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
は
、
格
差
な
き
状
態
な
ど
で
は
な
く
、
女
性
労
働
の
縁
辺
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
セ
ク

タ
ー
問
で
の
男
性
問
格
差
の
温
存
を
も
組
み
込
ん
で
確
保
さ
れ
て
い
た
、
男
性
で
あ
れ
ば
失
業
さ
せ
な
い
仕
組
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
仕
組
の

存
在
自
体
が
人
々
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
個
々
人
が
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
た
格
差
を
当
然
視
す
る
か
否
か
は
別
に
し
て
、
あ
る
い
は
前
出

の
伊
藤
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
女
性
運
動
の
訴
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
を
失
業
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
格
差
は
存
在
し
て
も
し
か
た
が
な
い
と
い
う
見

方
が
、
日
本
社
会
に
お
け
る
雇
用
ル
l
ル
と
し
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
長
年
獲
得
し
続
け
て
き
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
格
差
社
会
論
の
盛
況
ぶ
り
か
ら
受
け
る
印
象
か
ら
す
れ
ば
意
外
な
こ
と
だ
が
、
男
性
を
失
業
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
一
雇
用
ル

l
ル
が

破
棄
さ
れ
た
と
ま
で
は
、
現
時
点
で
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
以
降
の
労
働
分
配
率
の
下
方
硬
直
性
な
ど
に
着
目
し
た
足
立
虞
理
子
は
、

「
基
本
的
に
は
九

0
年
代
に
お
い
て
も
、
男
性
標
準
型
、
長
期
継
続
雇
用
、
内
部
昇
進
と
い
っ
た
日
本
型
一
雇
用
体
系
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば
、
こ
の
日
本

型
一
雇
用
慣
行
の
維
持
の
た
め
に
、
労
働
コ
ス
ト
の
削
減
は
も
っ
ぱ
ら
非
正
規
一
雇
用
者
比
率
の
上
昇
に
の
み
依
存
し
て
い
た
」
(
足
立
、
二

O
O
七
、
三
二
頁
、

傍
点
引
用
者
)
と
指
摘
す
る
。
足
立
の
分
析
は
九

0
年
代
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
二

O
O
O年
以
降
も
、
賃
金
の
下
方
変
動
要
因
に
お

け
る
パ

l
ト
比
率
の
増
加
は
大
き
く
(
図
1
)
、
一
般
労
働
者
の
所
定
内
給
与
滅
が
賃
金
の
下
降
変
動
要
因
に
な
っ
て
い
な
い
の
も
、
二

O
O
二
年
を
除
き
変

わ
っ
て
い
な
い
(
図
2
)
。
ま
た
平
成
一
九
年
度
版
の
『
労
働
経
済
白
書
』
も
、
欧
米
諸
国
な
ど
に
較
べ
勤
続
年
数
が
長
く
、
正
規
雇
用
者
に
お
い
て
賃
金
が

年
功
カ
l
ブ
を
描
く
と
い
う
、
日
本
に
お
け
る
雇
用
の
特
徴
が
依
然
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

9 
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[表11非正規雇用化・格差社会化・若者の就労意欲をめぐる議論

1991年 育児休業法成立、バブル経

i市
済崩壊。
厚労省がフリ タ一定義

1992年 民法改正試案中閉まとめ発
表

1993年 『企業中心社会を超えて 現代日本を パート労働法成立
「ジェンダーJで読むj大沢真理(時事
通信社)

1994年 W21世紀家族へ 家族の戦後体制の見 アカー「府中青年の家」裁
方・超え方』落合恵美子(有斐閣) 判一審勝訴 て

1995年 『大衆教育社会のゆくえ 学歴主義と 北京女性会議
平等神話の戦後史』苅谷剛彦(中央公論 女性ユニオン東京など、こ 学力低下論争
社) の頃女性ユニオンやワーキ

ング・ウィメンズ・ネット
ワーク結成
日経連(現・経団連)r新
時代の「日本的経営Jj

1996年 『若者はなぜ大人になれないのか:家族・ 4 者若
国家・シティズンシップjジョ ンズ、
ウォーレス(原著 1992年、新評論)

未成熟1997年 『未婚化社会の親子関係 お金と愛情 改正男女雇用機会均等法成
にみる家族のゆくえ』宮本みち子・岩上 立 (99年施行)
真珠・山田昌弘(有斐閣)

1998年 『日本の経済格差』橘木俊詔(岩波書腐) NPO法成立

イート判『雇用不安』野村正賓(岩波新書)

1999年 『パラサイト・シングルの時代』山田昌 改正労働者派遣法(派遣労
弘(ちくま新書) 働原則自由化)成立 の

『日本の階層システム4 ジヱンダー・ 男女共同参画社会基本法成;思U市場・家族』盛山和夫編(東京大学出版会) 立

2000年 『不平等社会日本j佐藤俊樹(中公新書) 首都圏青年ユ二オンなど、
『女性労働と企業社会』熊沢誠(岩波新書) この頃若年男性のユニオン

結成

2001年 『動物化するポストモダン』東浩紀(議 小泉内閣発足、 NY同時多 動物化・晶度消
談社現代新書) 発テ口、女性国際戦犯法廷 費社会論
『仕事のなかの暖昧な不安 揺れる若年 最終判決
の現在J玄固有史(中央公論社) 総合規制改革会議でホワイ 非正規若年男性
『収縮する日本型〈大衆社会).1後藤道夫 トカラー・工グゼンプショ 三笠孟亘
(旬報社) ン導入論

命ハ
『階級社会日本』橋本健二(青木書庖)
『自由論 現在性の系譜学J酒井隆史
(青土社)
「社会的排除jに関する論文増加

2002年 『若者が〈社会的弱者〉に転落する』宮
化τE 

本みち子(洋泉社新書y)
ネ4与士『自由の代償/フリータ一 一現代若者

の就業構造と行動』小杉礼子(日本労働
研究機構)
『福祉社会と社会保障改革・ベーシック・
インカム構想の新地平』小沢修司(高菅
出版) 一「ーーーーー Il  



11 i (日本型)男性労働の縮小あるいは消去Jとしての格差社会化

2003年 1r魂の労働ーネオリベラリズムの権力|改正労働者派遣法(製造現=ヒコ仁コ
論』渋谷望(青土社) 1場への派遣解禁等)成立、 「ーI ，-一「
日本労働研究機構(現・労働政策研究・|改正労働基準法(従業員解
研修機構)の報告書で若者雇用政策や|雇基準等)成立 て フ
NEET議論 |ジェンダーフリー・バッシ '-.._/I-:--. 
r (帝国)Jネグリ&ハート(原著2000年、|ング盛んに 1 :~ 
以文社)公的施設への指定管理者制 ^ I長

|度導入 ^ 1 
2004年|…『五二泊二日開詰礼町 16布告白時ιt~~1 ど・

なくj玄固有史・曲沼美恵(幻冬社) 1書』に若年無業者統計 |互 11ω 
『希望格差社会』山田昌弘(筑摩書房) Iフリーター全般労組織 虐 II控
旧本労働研究雑誌』でこー卜特集 | いnI I去
一般週刊誌 (rサンデー毎日』など)で:1 EI 11嗣
も「ニー卜Jrフリーターj特集増える • I桑
NHK特集[フリーター417万人の衝撃JI f I 1主l_j

2005年li;;j工ターーーートjIJ¥ち礼子論(釘li吉告ゐ瓦白元を高めるーた山 1i 1"" / 
草書房) 1めの国民会議jが厚労省内 |予 v

『希望の二一卜』二神能墓(東洋経済新!に設置 | 
報社) 1 r骨太の方針2005Jでニ- 1:議
『排除される若者たち フリーターと不|トに言及 l争
平等の再生産.1(社)部落解放・人権研 144回衆院選(いわゆる郵
究所編(解放出版社) 1政民営化選挙)
『フリーターにとって「自由jとは何かJ1連合会長選で全国ユニオン
杉田俊介(人文書院) 1の鴨桃代さん高得票
『ポリティーク』特集「現代日本のワー|この頃、パックラッシュヘ
キング・プアJ 1の対抗についての出版が相
『日本の性差別賃金 同一価値労働同一|次ぐ
賃金原則の可能性』森ます美(有斐閣)
『少子高齢化社会のみえない格差 ジェ
ンダー・世代・階層のゆくえ』白波瀬佐
和子(東京大学出版会)
『講座・福祉社会第9巻貧困と社会的
排除福祉社会を蝕むもの』岩田正美・
西津晃彦編(ミネルヴァ書房)
NHK特集 fフリーター漂流j

2006年Irr二一卜jって言うな!J本田由紀・内l安倍内閣発足
藤朝雄・後藤和智(光文社新書)朝日新聞がキヤノン等の

ま

『インパクションJ151号特集「万国の 1r偽装請負J告発連載 ュ構造改革で女性
プレカリアート!団結せよJ 働く女性の全国センタ一発=の貧困化が進ん
『労働ダンピンクー雇用の多様化の果|足 だことがデータ
てに』中野麻美(岩波新書) 1 上も明白に
『フリーターとニー卜の社会学J太郎丸
博編(世界思想社)
NHK特集「ワーキング・プアJ

http・//www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/roudou/06/dl/03-02.pdf厚生労働省『平成 18年版
労働経済白書J第3-(2)-18図より



[図 1]名目賃金の変動要因分析
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(資料)厚生労働省「毎月勤労統計調査」
(i主)2006年は 1-10月の前年同期比。雇用形態別の暦年確報の伸び率から各年の数字を算
定して分析。誤差等のため、各変動要因の合計と賃金総額伸び率は必ずしも一致しない。

日本総合研究所調査部マクロ経済研究センター「労働分配率の“適正水準"と新しい成果
配分のあり方 ~持続的成長に向けた 2007年春闘の課題-J 2007年
http://www.jri.co.jp/press/2006/jri_070131-1.pdfより転載

[図2]一般労働者の賃金変動の要因分析

(%) 

1.5 

1.0 

0.0 

"'0.5 

"'1.0 

"'2.0 

医豆函特別給与

仁二コ所定外給与

騒騒関所定内給与

ーや一一般労働者賃金

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

(資料)厚生労働省「毎月勤労統計調査」
(注)1.暦年確報の伸び率から各年の数字を算定して分析。
(注)2.2006年は 1-10月の前年同期比。

(年)



i(日本型)男性労働の縮小あるいは消去jとしての格差社会化

多
く
の
格
差
社
会
論
が
指
摘
し
、
ま
た
筆
者
自
身
度
々
問
題
に
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
確
か
に
男
性
の
非
正
規
率
は
漸
増
し
、
特
に
一
五
1
二
四
歳
で

は
、
最
近
の
約
一
五
年
間
で
二
倍
以
上
に
拡
大
し
た
(
図
3
)
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
間
、
三
五
j
五
四
歳
の
男
性
非
正
規
率
は
一

O
%未
満
、

二
五

i
三
四
歳
層
で
も
二

O
%未
満
で
あ
り
、
後
述
す
る
女
性
非
正
規
雇
用
率
と
比
較
す
れ
ば
極
め
て
低
率
が
維
持
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
も
ま
た
、
注
目
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
非
正
規
率
低
下
を
も
た
ら
す
要
因
に
は
、
い
わ
ゆ
る
正
規
雇
用
へ
の
吸
収
(
正
規
雇
用
の
か
た
ち
で
の
新
規
就
労
、
非
正
規
一
雇
用
か
ら
正
規

雇
用
へ
の
移
行
)
以
外
に
も
、
分
母
で
あ
る
一
雇
用
者
数
自
体
が
離
職
(
失
業
、
家
事
従
事
者
や
就
学
者
へ
の
移
行
、
起
業
な
ど
)
に
よ
っ
て
減
少
す
る
こ
と
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
男
性
二
五
1
三
四
歳
に
お
け
る
非
正
規
率
の
低
下
は
、
同
一
コ

l
ホ
l
ト
内
で
約
二

O
%も
圧
縮
さ
れ
る
大
幅
な
も
の
で
あ

る
。
こ
の
年
齢
層
の
男
性
の
労
働
力
率
や
失
業
率
の
水
準
を
勘
案
す
れ
ば
、
や
は
り
正
規
一
雇
用
へ
の
吸
収
が
主
要
因
で
あ
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

急
い
で
付
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
男
性
に
お
け
る
正
規
雇
用
へ
の
吸
収
が
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
下
で
の
人
件
費
切
り
下
げ
圧
力

に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
若
年
層
に
お
け
る
正
規
雇
用
へ
吸
収
の
遅
延
、
高
年
齢
層
で
の
早
期
退
職
や
リ
ス
ト
ラ
を
通
じ
た
非
正
規
へ
の
移
行
圧
力
の

強
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
を
、
本
稿
の
議
論
は
否
定
し
な
い
。
し
か
も
若
年
層
で
の
正
規
一
雇
用
へ
の
吸
収
の
遅
延
が
、
非
正
規
か
ら
抜
け
出
せ

な
い
者
を
漸
増
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
(
図
4
)
。
さ
ら
に
、
吸
収
時
期
の
遅
さ
、
あ
る
い
は
高
年
齢
に
な
り
再
び
非
正
規
の
移
行
を
強
い
ら
れ
る

時
期
の
早
さ
、
な
ど
に
よ
り
、
男
性
労
働
者
間
の
階
層
格
差
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
も
こ
こ
で
主
張
し
た
い
の
は
、
男
性
に
お
い
て
正
規
雇
用
へ
の
吸
収
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
中
核
期
に
限
定
さ
れ
た
に
せ
よ
、

依
然
標
準
化
さ
れ
続
け
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
女
性
に
お
い
て
正
規
雇
用
か
ら
の
排
除
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
全
体
に
拡
大
し
た
の
と
、
対
照
を
な
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
女
性
の
場
合
は
、
八

0
年
代
ま
で
み
ら
れ
た
。
女
性
で
あ
っ
て
も
新
卒
採
用
時
は
正
規
一
雇
用
。
が
崩
れ
る
一
方
(
図
3
に
お
け
る
、
女
性

一
五

1
二
四
歳
層
の
非
正
規
率
の
上
昇
)
、
二
五

1
三
四
歳
に
お
い
て
も
非
正
規
率
は
四

O
%
前
後
で
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
圧
縮
幅
は
一

O
%
程
度

に
と
ど
ま
る
。
こ
の
年
齢
層
の
女
性
が
し
ば
し
ば
出
産
等
で
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
正
規
一
雇
用
へ
の
吸
収
が
非
正
規
率
の
圧
縮
を
も

た
ら
し
て
い
る
度
合
い
は
、
よ
り
小
さ
い
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
男
性
の
失
業
を
回
避
す
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
も
組
み
込
ま
れ
て
き
た
諸
格
差

の
う
ち
、
女
性
労
働
の
縁
辺
化
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

E 

男
性
間
格
差
の
変
容

13 

他
方
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
組
み
込
ま
れ
て
き
た
格
差
、
す
な
わ
ち
セ
ク
タ
ー
聞
に
お
け
る
男
性
問
格
差
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
雇

用
保
障
が
社
会
保
障
や
福
祉
の
機
能
を
代
替
し
て
き
た
歴
史
を
跡
付
け
た
宮
本
太
郎
は
、
同
じ
く
一
雇
用
保
障
を
重
視
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
「
整
理
さ
れ
た
部



吋4..... 
[図3]非正規雇用者比率の推移(男女年齢別)
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門
か
ら
流
失
し
た
労
働
力
に
つ
い
て
は
:
:
:
公
的
な
職
業
訓
練
や
職
業
紹
介
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、

高
生
産
性
部
門
に
移
動
す
る
こ
と
を
奨
励
」
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
政
策
は
「
男
性
稼

ぎ
主
を
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
や
業
界
に
固
い
込
み
つ
つ
、
雇
用
保
障
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述

べ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
次
産
業
や
地
方
中
小
企
業
な
ど
の
低
生
産
性
部
門
(
前
出
の
野
村
の

言
う
「
伝
統
的
セ
ク
タ
ー
」
の
多
く
が
こ
れ
に
相
当
す
る
)
の
衰
退
に
対
し
て
、
公
共
事
業
や
補

助
金
支
給
を
通
じ
て
の
雇
用
創
出
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。
宮
本
は
こ
の
よ
う
な
「
低
生
産
性
部
門

の
収
益
を
い
わ
ば
か
さ
挙
げ
し
、
そ
こ
で
の
一
雇
用
を
守
る
」
と
い
う
政
策
は
、
地
方
農
村
と
い
う

重
要
な
支
持
基
盤
を
維
持
し
た
い
自
由
民
主
党
の
思
惑
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

都
市
新
中
間
層
へ
も
支
持
層
を
広
げ
よ
う
と
し
た
中
曽
根
政
権
以
降
も
、
特
別
会
計
や
財
政
投
融

資
な
ど
可
視
性
の
低
い
財
源
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
か
た
ち
で
「
土
建
国
家
」
的
利
益
誘
導
は
継

続
さ
れ
た
(
宮
本
太
郎
、
二

O
O
入
、
一
一
一
一
一
一
六
頁
)
。

し
か
し
そ
れ
は
財
政
悪
化
や
都
市
新
中
間
層
の
重
税
感
・
不
公
平
感
を
つ
の
ら
せ
、
「
隠
さ
れ

た
借
金
と
利
権
へ
の
反
発
が
、
一
九
九
0
年
代
後
半
以
降
の
『
構
造
改
革
』
ブ
l
ム
を
支
え
て
い

く
」
こ
と
に
な
っ
た
と
、
宮
本
は
捉
え
る
。
二

O
O
一
年
に
は
「
骨
太
の
方
針
」
が
公
共
投
資
の

対
G
N
P
比
引
き
下
げ
を
う
た
い
、
国
の
公
共
事
業
関
係
予
算
は
一
九
九
八
年
の
八
兆
九
八
五
三

億
円
か
ら
二

O
O七
年
度
の
六
兆
九
四
七
三
億
円
へ
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
の
普
通
建
設
事

業
費
は
一
九
九
二
年
度
の
二
八
兆
五
六
八
四
億
円
か
ら
二

O
O
五
年
に
は
一
五
兆
一

O
四
三
億
円

へ
と
減
少
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
間
の
経
済
格
差
は
増
大
し
た
。
宮
本
は
神
野
直
彦
ら
の
研
究

に
依
拠
し
、
一
九
九
九
年
に
三
・
四
倍
で
あ
っ
た
市
町
村
の
納
税
者
の
平
均
所
得
格
差
が
二

0
0

四
年
に
は
四
・
五
倍
に
拡
が
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
宮
本
前
掲
、
二
一
六
l

一
四
=
一
頁
)
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
吸
収
が
地
方
に
お
い
て
困
難
に
な
れ
ば
、
男
性
過
剰
労
働
力
は
都
市
部
へ

向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
都
市
部
に
お
い
て
も
零
細
自
営
業
や
中
小
企
業
に
よ
る
労
働
力
の
吸

収
は
困
難
に
な
っ
て
い
く
。
前
出
の
野
村
に
よ
れ
ば
、
中
小
企
業
の
開
業
率
が
八

0
年
代
以
降
低

15 

[図41コーホー卜別「フリーター」属性を持つ者の数(男女計)
(千人)
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資料出所 総務省「就業構造基本調査」をもとに厚生労働省労働政策担当参事官室にて特
別集計
(注)iフリーター」属性を持つ者とは、卒業者で配偶者のいないパート・アルバイト就業
者またはパート・アルバイト就業希望者のことである。

。
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下
傾
向
に
入
っ
た
の
に
加
え
、
九

0
年
代
に
は
廃
業
率
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
規
模
の
小
さ
な
製
造
業
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
こ
の
背
景
に

は
、
部
品
調
達
や
製
造
工
程
の
海
外
移
転
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ス
ト
競
争
の
激
化
と
、
自
社
の
余
剰
人
員
を
活
用
し
た
い
親
企
業
が
内
製
(
親
企
業
内
部

で
の
製
造
)
率
を
拡
大
し
、
下
請
企
業
へ
の
外
注
が
減
少
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
同
様
の
傾
向
は
零
細
自
営
業
に
も
み
ら
れ
、
い
っ
た
ん
大
企
業
な
ど
へ

就
職
し
た
子
ど
も
は
、
先
行
き
の
不
安
か
ら
親
の
自
営
業
を
つ
が
な
い
、
と
い
う
傾
向
も
出
て
く
る
(
野
村
前
掲
、
一
二
五
l

一
一
一
一
六
頁
)
。
つ
ま
り
「
伝
統

的
セ
ク
タ
ー
」
が
都
市
部
に
お
い
て
も
衰
退
し
、
男
性
過
剰
労
働
力
が
「
近
代
的
セ
ク
タ
ー
」
に
集
中
し
て
い
く
事
態
は
、
既
に
八

0
年
代
以
降
徐
々
に
進
行

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
二

O
O
O年
の
大
規
模
小
売
庖
舗
立
地
法
施
行
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
規
制
緩
和
」
路
線
、
が
、
そ
れ
を
加
速
し
た
。

二
O
O
三
年
に
従
業
員
解
雇
一
基
準
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
労
基
法
と
、
製
造
現
場
へ
の
派
遣
を
解
禁
し
た
改
正
派
違
法
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
こ
と
は
、
こ
の

「
近
代
的
セ
ク
タ
ー
」
へ
の
過
剰
労
働
力
の
流
入
・
集
中
に
一
雇
用
の
流
動
化
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
従
業
員
解
雇
一
基
準
の

労
基
法
へ
の
盛
り
込
み
と
は
、
景
気
後
退
局
面
に
お
い
て
も
一
雇
用
保
蔵
を
行
う
従
来
の
日
本
的
雇
一
用
慣
行
を
変
更
し
、
雇
用
期
間
に
定
め
の
な
い
労
働
者
に
対

し
て
も
二
疋
の
条
件
下
な
ら
ば
企
業
都
合
で
の
解
雇
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
派
遣
労
働
を
は
じ
め
と
す
る
非
正
規
雇
用
の
拡
大
と
は
、

あ
ら
か
じ
め
景
気
の
調
節
弁
と
な
る
こ
と
を
一
種
の
身
分
と
し
て
定
め
ら
れ
た
労
働
者
の
拡
大
で
あ
り
、
日
本
的
雇
用
慣
行
と
は
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
現
時
点
ま
で
の
状
況
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
年
功
賃
金
体
系
や
長
期
勤
続
傾
向
は
崩
れ
て
お
ら
ず
、
男

性
過
剰
労
働
力
へ
の
対
処
は
も
っ
ぱ
ら
、
正
規
雇
用
へ
の
吸
収
時
期
を
遅
延
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
つ
ま
り
男
性
の
中
で
も
よ
り

早
い
年
齢
に
お
い
て
就
労
す
る
低
学
歴
層
の
中
か
ら
、
経
済
的
困
窮
や
進
学
能
力
の
不
足
な
ど
で
労
働
条
件
の
良
い
雇
一
用
機
会
に
恵
ま
れ
る
ま
で
就
労
を
延
長

で
き
な
い
者
が
、
過
剰
労
働
力
の
吸
収
先
で
あ
り
景
気
の
調
節
弁
と
し
て
の
非
正
規
雇
用
を
引
き
受
け
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
男
性
へ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
中
核
期
に
お
け
る
雇
用
が
保
障
さ
れ
る
、
と
い
う
格
差
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
(
安
田
、
二

O
O
三)。

し
か
も
「
伝
統
的
セ
ク
タ
ー
」
と
「
近
代
的
セ
ク
タ
ー
」
と
の
聞
の
経
済
的
な
男
性
問
格
差
は
、
妻
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
家
族
員
の
、
パ
ー
ト
労
働
に
よ

る
家
計
補
助
や
家
族
従
事
者
と
し
て
の
労
働
に
よ
っ
て
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
景
気
後
退
局
面
に
お
い
て
求
職
意
欲
喪
失
者
に
移
行
す
る
女
性
の
労
働
は
、

無
く
な
っ
て
も
困
ら
な
い
労
働
で
あ
り
、
そ
の
女
性
が
夫
の
扶
養
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
ば
か
り
が
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
景
気
後
退
局
面
に
お
い

て
こ
そ
「
伝
統
的
セ
ク
タ
ー
」
の
男
性
労
働
者
の
生
活
は
、
女
性
家
族
従
事
者
の
無
償
労
働
や
家
計
支
出
を
切
り
詰
め
る
た
め
の
家
事
労
働
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
女
性
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
へ
の
従
事
を
肯
定
的
に
捉
え
る
か
否
か
は

別
に
し
て
、
男
性
間
格
差
が
セ
ク
タ
ー
間
か
ら
「
近
代
的
セ
ク
タ
ー
」
内
で
の
正
規
/
非
正
規
に
変
容
し
た
こ
と
は
、
男
性
自
身
の
経
済
格
差
の
み
な
ら
ず
、

生
計
を
一
に
す
る
女
性
家
族
員
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
活
動
と
い
う
リ
ソ
ー
ス
の
面
で
も
、
格
差
を
広
げ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。



し
か
も
こ
こ
が
重
要
な
の
だ
が
、
男
性
非
正
規
雇
用
者
の
増
加
が
、
男
性
へ
の
雇
用
保
障
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
中
核
期
に
限
定
し
つ
つ
も
維
持
し
よ
う
と
す

る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
縁
辺
化
だ
と
理
解
す
れ
ば
、
男
性
非
正
規
雇
用
者
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
計
リ
ス
ク
を
分
散
し
て
受
け
持
つ
女
性

正
規
雇
用
者
の
増
加
が
進
ま
な
い
理
田
が
理
解
で
き
よ
う
。
男
性
へ
の
雇
用
を
保
障
す
る
男
性
周
縁
労
働
者
が
増
加
し
、
男
性
問
格
差
が
ひ
ら
く
が
ゆ
え
に
こ

そ
、
そ
れ
を
依
然
と
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
穴
埋
め
し
つ
つ
男
性
へ
の
雇
用
保
障
を
妨
げ
な
い
た
め
に
、
女
性
の
一
雇
用
労
働
力
化
自
体
は
要
請
さ
れ
つ
つ
、

決
し
て
そ
れ
は
正
規
雇
一
用
に
お
け
る
男
性
労
働
者
か
ら
女
性
労
働
者
へ
の
置
換
で
は
な
く
、
女
性
周
縁
労
働
者
の
増
加
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
進
行
す
る
の
で
あ
る
。

i(日本型)男性労働の縮小あるいは消去」としての格差社会化

E 

九
0
年
代
以
降
の
格
差
社
会
論
が
見
落
と
し
た
も
の

八
0
年
代
以
前
か
ら
も
、
経
済
的
困
窮
や
そ
れ
ゆ
え
の
進
学
能
力
の
不
足
な
ど
を
か
か
え
る
層
が
第
二
次
労
働
市
場
に
入
り
や
す
い
傾
向
は
あ
り
、
そ
の
意

味
で
男
性
を
格
差
づ
け
る
要
因
と
し
て
階
級
が
九

0
年
代
以
降
突
然
浮
上
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
表
l
に
お
け
る
「
格
差
の
有
無
論
争
」
期
に
ま

さ
に
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
点
で
あ
り
、
こ
の
論
争
に
お
い
て
当
初
、
九

0
年
代
に
お
け
る
上
層
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
階
級
固
定
化
傾
向
を
指
摘
し
た
佐
藤
俊

樹
(
二

0
0
0
)
は
、
後
に
や
や
主
張
を
変
え
、
「
『
平
等
社
会
』
と
い
わ
れ
て
い
た
時
期
で
も
、
世
代
関
職
業
継
承
性
で
み
れ
ば
、
日
本
社
会
は
イ
ギ
リ
ス

:
:
・
や
ド
イ
ツ
・
:
・
に
比
べ
て
、
特
に
平
等
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
0

・
・
・
だ
と
す
れ
ば
、
戦
後
の
日
本
が
っ
く
り
あ
げ
た
社
会
に
は
、
:
:
:
機
会
の
不
平

等
を
よ
り
軽
く
感
じ
さ
せ
る
し
く
み
を
も
っ
社
会
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
(
佐
藤
二

O
O
六
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
傍
点
本
文
)
と
提
起
す
る
よ
う
に
な

る
。
経
済
的
格
差
の
存
在
そ
の
も
の
よ
り
も
、
次
世
代
に
生
来
の
不
平
等
が
負
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
白
な
社
会
で
は
、
人
々
の
生
き
る
希
望
が
奪
わ
れ

社
会
停
滞
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
置
か
れ
て
お
り
、
苅
谷
剛
彦
(
一
九
九
五
)
や
山
田
昌
弘
(
二

O
O
四
、
二

O
O
六
)
な
ど
も

類
似
の
視
座
に
立
つ
。
彼
ら
は
、
七

0
1九
0
年
代
以
前
の
日
本
に
お
い
て
人
々
の
不
平
等
感
が
減
少
し
た
原
因
を
、
戦
後
公
教
育
(
あ
る
い
は
そ
れ
を
家
庭

教
育
と
い
う
か
た
ち
で
下
支
え
し
た
近
代
家
族
)
が
階
層
上
昇
可
能
性
へ
の
期
待
を
人
々
に
持
た
せ
、
か
っ
そ
れ
を
日
本
の
経
済
成
長
が
相
当
程
度
下
層
に
ま

で
実
現
・
実
感
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
み
る
。

ゆ
え
に
こ
こ
か
ら
は
、
公
教
育
の
充
実
が
主
張
さ
れ
る
一
方
(
斎
藤
二

0
0
0
、
な
ど
て
上
昇
可
能
性
へ
の
人
々
の
「
過
剰
な
期
待
」
を
、
低
成
長
時
代

に
合
っ
た
レ
ベ
ル
へ
と
社
会
的
に
調
整
す
る
べ
き
(
山
田
、
二

O
O
六
)
と
の
議
論
も
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
然
こ
れ
に
対
し
て
は
、
格
差
社
会
の
受
容
を

強
い
る
も
の
だ
と
の
批
判
が
生
じ
た
(
後
藤
ほ
か
、
二

O
O
七)。

だ
が
、
若
者
が
自
己
実
現
や
適
性
へ
過
剰
に
こ
だ
わ
り
過
、
さ
る
こ
と
に
よ
る
一
雇
用
の
需
給
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
、
若
年
非
正
規
一
雇
用
者
の
増
加
原
因
の
主
要
な
ひ

と
つ
と
捉
え
る
見
方
は
、
表
l
に
お
け
る
「
若
者
未
成
熟
批
判
」
論
の
頃
か
ら
根
強
く
あ
り
、
そ
の
後
も
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
か
ら
フ
リ
l
タ
l
、
ニ
ー

17 
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ト
へ
と
議
論
の
対
象
を
微
妙
に
変
え
つ
つ
続
い
た
。
そ
れ
ら
の
議
論
は
、
彼
ら
の
「
過
剰
な
期
待
」
を
ク
l
ル
ダ
ウ
ン
し
た
り
、
あ
る
い
は
競
争
的
な
職
場
の

人
間
関
係
へ
の
思
避
に
よ
っ
て
喪
失
し
た
就
労
意
欲
を
回
復
さ
せ
た
り
し
つ
つ
、
学
校
か
ら
職
場
へ
彼
ら
を
安
定
的
に
移
行
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
、
従
来
機
能

し
て
き
た
学
校
に
よ
る
就
職
斡
旋
制
度
に
代
え
て
、
雇
用
の
流
動
化
に
対
応
し
た
か
た
ち
で
い
か
に
し
て
再
構
築
す
る
か
に
焦
点
を
当
て
る
、
教
育
制
度
設
計

論
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
(
玄
田
ほ
か
、
二

O
O
四
、
小
杉
編
、
二

O
O
五)。

こ
の
よ
う
な
教
育
制
度
設
計
論
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
に
よ
る
就
職
斡
旋
制
度
が
、
二
疋
の
層
を
「
伝
統
的
セ
ク
タ
ー
」
に
誘
導
す
る
な
ど
、
男
性
過
剰

労
働
力
の
発
生
を
抑
え
、
男
性
で
あ
れ
ば
一
雇
用
が
保
障
さ
れ
る
仕
組
み
を
支
え
て
き
た
と
い
う
認
識
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
女
子
学
生

本
人
・
親
・
学
校
・
企
業
な
ど
が
も
っ
女
性
へ
の
キ
ャ
リ
ア
期
待
の
弱
さ
や
専
業
主
婦
志
向
の
風
潮
が
、
若
年
女
性
の
社
会
移
行
を
よ
り
一
層
困
難
に
し
て
い

る
と
い
う
指
摘
は
さ
れ
た
(
小
杉
前
掲
)
。
だ
が
こ
れ
ら
は
偏
見
の
残
淳
や
意
識
の
遅
れ
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
意
識
改
革
を
も
た
ら
す
啓

蒙
教
育
の
充
実
や
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
男
女
共
同
参
画
行
政
の
強
化
が
、
解
決
策
と
し
て
提
唱
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
(
宮
本
み
ち
子
、
二

O
O

二
)
。
仮
に
女
性
に
キ
ャ
リ
ア
期
待
を
す
る
方
向
に
人
々
の
意
識
が
変
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
「
世
界
大
で
の
下
方
へ
の

競
争
」
の
中
に
、
男
性
同
様
に
女
性
も
参
加
し
て
か
ま
わ
な
い
と
い
う
風
潮
が
広
が
る
、
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

第
三
世
界
と
競
合
し
な
い
、
付
加
価
値
の
高
い
産
業
部
門
に
進
出
し
て
い
け
ば
よ
い
と
い
う
主
張
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
下
で
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
は
金
融
な
ど
の
高
生
産
性
部
門
を
拡
大
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
そ
の
部
門
に
従
事
す

る
多
忙
な
労
働
者
個
人
向
け
の
ケ
ア
労
働
を
も
拡
大
さ
せ
る
。
そ
れ
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
「
感
情
労
働
」
の
側
面
を
も
ち
、
細
切
れ
の
不
安
定
一
雇
用
を
基
幹
化

す
る
。
九

0
年
代
以
降
の
格
差
社
会
化
は
こ
の
動
き
を
敏
感
に
と
ら
え
、
渋
谷
望
『
魂
の
労
働
』
(
二

O
O
三
)
を
は
じ
め
と
す
る
、
ポ
ス
ト
・
フ
ォ

l
デ
イ

ズ
ム
の
進
展
や
「
感
情
労
働
」
化
に
よ
っ
て
、
い
か
に
労
働
者
の
「
や
り
が
い
」
が
、
八

0
年
代
企
業
社
会
に
お
け
る
「
働
き
蜂
」
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
異
な

る
か
た
ち
も
生
じ
さ
せ
つ
つ
、
搾
取
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
、
重
要
な
著
作
が
示
さ
れ
た
。

だ
が
た
と
え
ば
大
森
真
紀
(
二

O
O
四
)
は
、
ク
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
。
の
名
の
も
と
に
普
及
し
た
在
宅
テ
レ
ワ
l
ク
が
、
よ
り
労
働
条
件
の
高
い
仕

事
が
男
性
に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
金
融
な
ど
高
生
産
性
部
門
に
お
い
て
男
性
の
雇
用
保
障
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
縁
辺
化
さ
れ
た
非
正
規
雇
用
者
内
や
「
感
情
労
働
」
従
事
者
内
で
も
、
ジ
エ
ン
ダ
l
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
再
編
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
九
0
年
代
以

降
の
格
差
社
会
化
論
の
多
く
が
、
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
労
働
か
ら
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
労
働
へ
の
移
行
は
、
あ
た
か
も
男
女
同
時
に
か
つ
同
質
の
出
来
事

と
し
て
起
こ
っ
た
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
進
行
す
る
労
働
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
化
が
男
女
双
方
に
生
み
出
す
「
や
り
が
い
」
の
搾
取
と
、

「
感
情
労
働
」
や
ケ
ア
が
女
性
の
周
縁
化
に
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
八

0
年
代
以
前
か
ら
の
状
況
と
の
異
同
や
関
連
性
は
、
明
確
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
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れ
は
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
議
論
が
、
男
性
非
正
規
雇
用
者
の
増
加
を
人

0
年
代
と
の
断
絶
に
お
い
て
の
み
と
ら
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
感
情
労
働
」
に
お
け
る
「
や
り
が
い
」
の
搾
取
を
め
ぐ
る
議
論
以
外
も
含
め
て
、
九

0
年
代
以
降
の
非
正
規
化
を
日
本
型
一
雇
用
の
破
壊
と
み
る
議
論
は
、

こ
れ
ま
で
本
論
が
重
視
し
て
き
た
男
性
H
正
規
/
女
性
H
非
正
規
と
い
う
区
分
の
継
続
を
、
階
級
社
会
へ
の
変
化
の
途
上
に
お
け
る
暫
定
的
現
象
と
捉
え
、
重

要
視
し
て
い
な
い
。
「
日
本
型
一
雇
用
の
転
換
と
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
も
、
男
女
の
職
務
分
離
や
正
規
雇
用
か
ら
の
女
性
排
除
が
逆
に
極
端
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

男
性
に
は
修
正
さ
れ
縮
小
さ
れ
た
日
本
型
雇
用
を
残
し
、
女
性
を
有
期
雇
用
職
務
に
固
定
化
す
る
、
と
い
っ
た
場
合
」
だ
と
指
摘
す
る
後
藤
道
夫
に
お
い
て
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
「
階
級
的
対
抗
力
が
極
小
化
し
た
現
状
で
は
、
日
本
型
一
雇
用
転
換
の
矛
盾
は
反
抗
力
の
弱
い
女
性
と
青
年
層
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
る
」
こ

と
に
よ
り
生
じ
る
過
渡
期
的
現
象
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
(
後
藤
、
二

O
O
て
一
一
一
一
一
人
頁
)
。

格
差
論
の
中
で
も
、
シ
ン
グ
ル
・
マ
ザ
ー
へ
の
偏
見
や
女
性
の
低
賃
金
は
、
貧
困
者
の
ス
テ
イ
グ
マ
化
を
生
む
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
ま
た
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
後
公
教
育
が
ジ
エ
ン
ダ
l
に
関
し
て
は
階
級
上
昇
可
能
性
に
必
ず
し
も
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
指
摘
は
さ
れ
た
。

だ
が
結
局
、
格
差
論
の
力
点
は
新
自
由
主
義
改
革
批
判
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
解
体
さ
れ
つ
つ
あ
る
戦
後
大
衆
社
会
や
日
本
型
雇
用
に
対
し
て
は
、

様
々
な
限
界
を
持
ち
つ
つ
も
、
あ
る
程
度
平
等
感
を
人
々
に
も
た
ら
し
た
制
度
と
し
て
、
二
疋
の
肯
定
的
評
価
を
与
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
貧
困
論
が
し
ば
し

ば
貧
困
者
の
典
型
と
し
て
取
り
あ
げ
た
ホ
l
ム
レ
ス
の
、
女
性
比
率
が
低
い
こ
と
も
、
結
果
的
に
は
ジ
エ
ン
ダ
l
の
視
点
の
後
退
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
格
差
論
に
お
い
て
、
次
第
に
階
級
闘
争
を
重
視
す
る
論
調
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
格
差
を
階
級
の
問
題
と
捉
え
る
傾
向
を
、
つ
ん
だ
。
そ
れ

は
、
「
貧
困
の
女
性
化
」
の
拡
大
を
、
単
身
者
の
増
加
を
も
た
ら
す
高
度
消
費
社
会
以
降
に
、
階
級
形
成
に
生
じ
る
特
徴
で
あ
る
、
と
み
な
す
傾
向
も
生
ん
だ
。

ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
以
降
の
女
性
運
動
や
、
革
新
自
治
体
運
動
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
社
会
運
動
」
と
さ
れ
る
市
民
運
動
は
、
「
企
業
主
義
統
合
の
外
側
で
、

そ
れ
を
『
よ
け
て
通
っ
た
』
運
動
」
(
後
藤
、
二

O
O
六
、
七
六
頁
)
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

九
0
年
代
以
降
の
格
差
論
か
ら
は
、
失
業
自
体
が
、
景
気
調
節
の
た
め
資
本
に
強
い
ら
れ
て
い
る
労
働
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ポ
ス
ト
・
フ
ォ

l
デ
イ
ズ
ム
に

お
い
て
は
労
働
と
「
遊
び
」
と
の
区
別
が
暖
昧
化
し
、
失
業
と
い
う
概
念
も
ま
た
暖
昧
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
失
業
者
に
就
労
意
欲
を

取
り
戻
さ
せ
る
の
は
欺
摘
で
あ
り
、
む
し
ろ
失
業
者
(
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
遊
び
」
へ
の
従
事
者
)
が
、
失
業
し
た
ま
ま
生
き
て
い
け
る
社
会
を
構
想
す
べ

き
、
と
い
う
主
張
が
生
ま
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
生
活
保
護
拡
充
の
必
要
性
は
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
失
業
を
労
働
と
み
る
立
場
か
ら
は
、
貧
困
か
ら
の
「
保

諮
問
」
で
は
な
く
、
生
き
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
「
給
与
」
と
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
(
普
遍
給
付
)
が
新
た
に
主
張
さ
れ
た
。
既
に
二

O
O
二
年
に

小
沢
修
司
『
福
祉
社
会
と
社
会
保
障
改
革
|
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
構
想
の
新
地
平
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
な
ど
を
通
じ
て
自
己
体
験

を
語
る
言
葉
を
模
索
し
て
い
た
非
正
規
労
働
者
の
、
既
存
の
労
働
運
動
の
集
団
主
義
・
秩
序
志
向
・
生
産
力
主
義
的
労
働
観
に
対
す
る
批
判
的
傾
向
に
理
論
的

19 
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裏
付
け
を
与
え
て
評
判
を
呼
ん
だ
ネ
グ
リ
&
ハ

l
ト
『
〈
帝
国
〉
』
(
二

O
O
三
)
に
も
普
遍
給
付
要
求
へ
の
言
及
が
あ
り
、
堅
田
香
緒
里
(
二

O
O
五
)
、
堅

田
・
山
森
亮
(
二

O
O
六
)
、
『
V
O
L
』
2
号
で
の
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
」
特
集
(
二

O
O
七
)
な
ど
の
議
論
が
喚
起
さ
れ
た
。

な
か
で
も
堅
田
は
、
い
わ
ゆ
る
「
寄
せ
場
」
労
働
者
支
援
に
関
わ
る
中
で
、
「
山
谷
で
は
な
お
『
仕
事
を
よ
こ
せ
』
『
正
当
な
労
働
の
対
価
を
よ
こ
せ
』
と
い

う
、
自
分
た
ち
が
労
働
者
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
た
要
求
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
:
:
:
そ
こ
に
マ
ッ
チ
ヨ
さ
の
よ
う
な
も
の
」
を
感
じ
た
と
述
べ
、
就
労
お
よ

び
そ
れ
へ
の
意
欲
を
前
提
に
し
た
生
存
保
障
が
、
男
性
中
心
主
義
的
な
労
働
観
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
は
い
え
賃
労
働
者
化
志
向
を
一
概
に

批
判
で
き
る
か
と
い
う
と
、
女
性
の
場
合
に
は
、
「
自
ら
を
労
働
力
と
し
て
商
品
化
す
る
」
こ
と
が
家
族
と
い
う
「
家
父
長
的
な
空
間
か
ら
出
て
行
く
た
め
に

.
:
好
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
」
こ
と
も
ま
た
、
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
女
性
が
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
し
、
自
ら
の
労
働
力
の
商
品
化
を
拒
否
し
た
ま

ま
脱
家
族
化
す
る
に
は
、
か
つ
て
ダ
ラ
・
コ
ス
タ
が
生
存
保
障
を
家
事
労
働
の
賃
金
と
い
う
形
で
要
求
し
た
よ
う
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
い
う
形
で

生
存
保
障
を
要
求
・
獲
得
す
る
こ
と
が
有
効
、
と
い
う
の
が
堅
田
の
主
張
で
あ
っ
た
(
『
V
O
L
』
2
号
、
九
六
l

九
七
頁
)
。

し
か
し
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
九

0
年
代
以
降
の
日
本
に
お
い
て
現
実
に
進
行
し
た
既
婚
女
性
の
労
働
力
の
商
品
化
は
、
脱
家
族
化
現
議
で
は
な
く
、
む
し

ろ
世
帯
員
が
所
得
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
は
じ
め
て
家
計
が
成
り
立
つ
よ
う
な
。
家
族
労
働
。
化
で
あ
り
、
か
つ
女
性
の
労
働
強
化
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
論
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
。
承
認
さ
れ
た
求
職
意
欲
喪
失
者
。
で
あ
る
は
ず
の
主
婦
が
、
あ
え
て
自
ら
の
労
働
力
を
商
品
化
す

る
こ
と
は
、
女
性
が
「
{
永
父
長
的
な
空
間
か
ら
出
て
行
く
」
脱
家
族
化
現
象
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
語
ら
れ
る
。
主
婦
を
既
婚
女
性
縁
辺
労
働
者
と
し
て
で
は
な

く
、
男
性
安
定
労
働
者
か
ら
の
扶
養
を
確
保
し
得
て
い
る
自
発
的
失
業
者
と
し
て
し
か
と
ら
え
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

男
性
へ
の
雇
用
保
障
が
標
準
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
女
性
非
正
規
労
働
者
が
依
然
景
気
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
な
り
、
男
性
非
正
規
率
は
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ゆ
え
に
、
男
性
非
正
規
労
働
者
は
男
性
労
働
の
中
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
男
性
労
働
者
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
イ

た
る
正
規
労
働
者
と
世
帯
を
形
成
し
て
い
る
既
婚
女
性
縁
辺
労
働
者
と
、
縁
辺
労
働
者
と
し
て
の
共
通
意
識
を
持
つ
こ
と
は
現
段
階
で
は
難
し
い
。
そ
の
こ
と

を
示
唆
す
る
一
例
と
し
て
、
二

0
0
0年
代
に
入
っ
て
か
ら
格
差
社
会
論
の
中
か
ら
提
起
さ
れ
た
、
「
管
理
社
会
化
・
社
会
的
排
除
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い

て
ふ
れ
た
い
。
こ
の
議
論
は
、
都
市
貧
困
層
の
ス
テ
イ
グ
マ
化
は
彼
ら
の
生
活
の
場
で
あ
る
都
市
路
上
が
体
制
か
ら
の
監
視
対
象
と
な
っ
て
い
る
結
果
と
し
て

起
き
て
い
る
、
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
が
(
酒
井
、
二

O
O
て
渋
谷
、
二

O
O
三
、
入
江
、
二

O
O
入
)
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
中
で
は
ク
上
か
ら
の
監
視
。

と
。
下
か
ら
の
抵
抗
。
の
対
立
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
ジ
エ
ン
ダ
l
政
策
と
結
び
つ
く
こ
と
の
少
な
く
な
い
家
父
長
制
批
判
は
必
ず
し
も
ク
上
か

ら
の
監
視
。
と
区
別
さ
れ
ず
、
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

D
V
へ
の
警
察
介
入
の
積
極
化
な
ど
、
ジ
エ
ン
ダ
l
政
策
の
中
に
は
監
視
社
会
化
に
梓
さ

す
危
険
あ
り
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
関
し
て
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
わ
け
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だ
が
、
と
は
い
え
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
都
市
路
上
」
を
主
要
拠
点
と
す
る
男
性
周
縁
労
働
者
の
運
動
の
一
部
に
は
、
既
存
の
女
性
運
動
に
対
し
、
中
産
階
級
中

心
主
義
的
で
ジ
エ
ン
ト
リ
フ
イ
ケ
l
シ
ヨ
ン
に
親
和
的
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ
て
お
り
、
周
縁
労
働
者
の
運
動
に
お
い
て
家
父
長
制
批
判
が
前

景
化
し
て
い
か
な
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

単
な
る
既
存
の
「
都
市
路
上
」
の
価
値
観
の
称
揚
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
「
女
性
差
別
的
で
粗
暴
な
ホ

l
ム
レ
ス
」
と
い
う
偏
見
を
助
長
し
な
い
慎

重
さ
を
忘
れ
ず
、
オ
ー
バ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
包
摂
し
た
家
父
長
制
に
対
す
る
批
判
性
を
も
持
つ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視

点
か
ら
の
社
会
的
排
除
を
め
ぐ
る
議
論
が
必
要
だ
が
(
海
妻
、
二

O
O
四
、
二

O
O
七
)
、
現
時
点
ま
で
の
と
こ
ろ
、
生
田
武
志
や
栗
田
隆
子
、
杉
田
俊
介
ら

限
ら
れ
た
論
者
が
、
こ
の
問
題
を
論
じ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
議
論
を
模
索
す
る
中
で
、
縁
辺
労
働
者
と
し
て
の
体
験
を
、
男
性
周
縁
労
働
者

と
女
性
と
が
共
有
す
る
こ
と
の
中
に
、
今
後
の
運
動
の
展
望
の
契
機
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註l 

書
籍
を
中
心
に
ま
と
め
、
類
似
し
た
論
点
が
提
示
さ
れ
た
も
の
は
割
愛
し
た
。
ま
た
、
江
原
由
美
子
ほ
か
編
『
女
性
の
デ
l
タ
ブ
ッ
ク
第
四
版
』
(
二

O
O
五
年
)

の
巻
末
年
表
な
ど
を
参
考
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
動
向
に
関
連
深
い
書
籍
や
関
連
事
象
を
補
筆
し
た
。
プ
レ
カ
リ
ア
1
ト
(
不
安
定
労
働
者
)
運
動
の
動
向
、
お
よ
び

そ
の
背
景
と
な
る
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
l
デ
イ
ズ
ム
論
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
な
ど
の
思
想
研
究
の
動
向
も
、
管
見
の
限
り
補
筆
し
た
。
な
お
二

O
O
七
年
以
降
を
割

愛
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
反
「
貧
困
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
結
成
、
新
自
由
主
義
的
路
線
か
ら
新
保
守
主
義
的
な
方
向
へ
と
シ
フ
ト
し
た
と
一
吉
わ
れ
た
安
倍
内
閣
の
、
突
然

の
退
陣
等
、
状
況
が
激
し
く
動
い
て
お
り
、
本
稿
執
筆
時
点
で
の
議
論
動
向
や
関
連
事
象
の
備
隊
的
な
把
握
は
困
難
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
あ
る
程
度
の
時
間
的

経
過
を
経
た
後
、
別
稿
に
て
こ

0
0
七
年
以
降
も
含
め
て
の
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
本
文
中
で
は
、
表
1
の
論
点
の
検
討
上
、
参
照
が
必
要
な
文

献
に
関
し
て
は
、
二

O
O
七
年
以
降
の
も
の
も
随
時
引
用
し
た
。

足
立
虞
理
子
は
「
新
自
由
主
義
化
、
市
場
中
心
主
義
化
と
い
う
の
は
、
通
常
、
個
々
人
を
単
位
と
し
て
成
立
す
る
も
の
と
見
な
し
て
い
る
が
、
都
市
経
済
の
な
か
で
生

み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
、
個
体
へ
の
解
体
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
古
典
的
な
意
味
で
の
世
帯
主
義
的
な
紐
帯
、
世
帯
主
義
的
な
所
得
の
分
配
を
強
化
す
る
側
面
だ

と
考
え
ら
れ
る
」
(
足
立
、
二

O
O
七
年
、
三
四
三
l

三
四
四
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

阿
部
小
涼
ほ
か
(
二

O
O
八
年
)
に
お
け
る
山
口
素
明
と
筆
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
(
二

O
九
頁
)
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

生
田
は
ホ
l
ム
レ
ス
支
援
に
関
わ
る
立
場
か
ら
、
「
野
宿
者
」
の
社
会
も
、
「
わ
り
と
価
値
観
が
男
社
会
的
:
:
:
よ
う
す
る
に
路
上
も
一
般
社
会
な
ん
で
す
よ
。
女
の
人

が
い
た
ら
専
業
主
婦
や
っ
て
る
し
、
と
い
う
か
や
ら
さ
れ
て
る
し
」
(
有
限
責
任
事
業
組
合
フ
リ
l
タ
l
ズ
フ
リ
l
、
二

O
O
八
年
、
一
五
O
l
一
五
一
頁
)
と
指
摘

2 3 
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す
る
。
生
田
に
よ
れ
ば
「
女
性
野
宿
者
と
男
性
野
宿
者
を
考
え
た
時
に
、
最
大
の
違
い
」
と
な
る
の
は
、
「
男
性
野
宿
者
の
場
合
は
『
元
の
社
会
に
帰
り
た
い
』
だ
け
ど
、

女
性
の
場
合
は
、
『
一
一
戻
る
く
ら
い
な
ら
野
宿
の
方
が
マ
シ
』
」
と
言
う
こ
と
だ
と
い
う
。
「
女
性
の
野
宿
の
主
な
理
由
は
『
失
業
』
と
「
家
族
の
ト
ラ
ブ
ル
』
(
と
く
に
D

V
)
み
た
い
で
す
。
失
業
の
場
合
は
、
と
ん
で
も
な
い
低
賃
金
で
働
か
さ
れ
た
上
に
暴
力
的
な
扱
い
を
受
け
た
の
で
逃
げ
て
失
業
し
た
、
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
そ

う
い
う
形
で
野
宿
に
な
っ
た
女
性
は
、
「
家
に
は
絶
対
帰
り
た
く
な
い
』
『
前
の
職
場
に
は
死
ん
で
も
帰
ら
な
い
」
と
言
う
」
(
有
限
責
任
事
業
組
合
フ
リ
l
タ
l
ズ
フ

リ
l
、
二

O
O
七
年
、
二
四
頁
)
。
つ
ま
り
社
会
的
包
摂
は
、
女
性
に
と
っ
て
は
家
父
長
制
へ
の
従
属
の
受
容
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
く
の
に
対
し
て
、
男
性
に
と

っ
て
は
、
本
来
自
ら
も
一
員
で
あ
る
べ
き
男
性
社
会
へ
の
復
帰
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
エ
ン
ダ
ー
に
よ
る
違
い
を
射
程
に
入
れ
た
社
会
的
排
除
/
包
摂
論
が
構

築
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
社
会
的
排
除
が
ど
の
よ
う
な
格
差
や
貧
困
の
不
可
視
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
と
い
う
、
ジ
エ
ン
ダ
l
化
さ
れ
た
議
論
が
可
能
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
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